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品種・作型を組み合わせた地域特産エダマメの収穫期拡大
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1  は  じ め に

青森県の在来種「毛豆」は優れた食味を有しているが,

晩生で販売に不向きとされ,自家用として栽培されるに

とどまってきたことから,良食味の早生種の開発が望ま

れていた。青森県畑作園芸試験場では「毛豆」に放射線

照射を行い,良食味で早生の「あおもり豊丸」と「あお

もり福丸」を育成した
゛
。現在,これら品種を利用し,

新たなエダマメの産地づくりに取り組んでいるところで

ある
わ
。これまで「あおもり豊丸」。「あおもり福丸」の

栽培法については,5月 上旬の移植又は播種で収穫期を

前進できることが報告されている
の
。今回,県南地域で

の普通栽培において「毛豆」も含めこれら品種を用いて

播種期をずらした複数の作型を組み合わせることによつ

て,エダマメの収穫期が大幅に拡大された。また,気象

条件が安定している津軽地域において移植・被覆栽培で

の早期収穫を検討したところ収穫期が前進したので,こ

れらについて報告する。

2 試 験 方 法

(1)普通栽培での作型の組み合わせによる収穫期の拡大

供試品種は「あおもり豊丸J,「あおもり福丸」,「毛豆」

の3品種,播種期は「あおもり豊丸」及び「あおもり福

丸」が5月 上旬,5月 下旬,6月 中旬,「毛豆」は5月 下旬,

6月 中旬とした。 1999年は5月 上旬播種が5月 6日 ,5月 下

旬播種が5月 24日 ,6月 中旬播種が6月 14日 ,2000年 はそ

れぞれ5月 9日 ,5月 25日 ,6月 14日 に実施した。栽植様式

は「あおもり豊丸J,「あおもり福丸Jが畦幅70cm,株間

10cm,1条 1本植え,「毛豆」が畦幅70cm,株間15cm,1条

1本植えとし,施肥量は窒素0 5kg/a, りん酸1 5kg/a,

加里1 0kg/aで実施した。試験場所は青森県畑作園芸試

験場 (六戸町柳沢)で,1999年 と2000年の2ヵ 年実施し

た。

(2)移値・被覆栽培における収穫期

供試品種は「あおもり豊丸」,「あおもり福丸J,「毛豆」

の3品種を用いた。被覆資材は,マルチには1999年がグ

リーンポリ,2000年がセラシー ト, トンネルには2年 と

もパスライ トを使用した。移植栽培では「あおもり豊丸」

及び「あおもり福丸Jは 1999年は4月 5日 にセルトレイに

播種 したものを4月 19日 に移植 し,2000年は3月 21日 ,28

日及び4月 4日 にセル トレイに播種 したものを4月 10日 ,1
3日 ,19日 にそれぞれ移植 した。直播栽培では,1999年

は4月 19日及び27日 にそれぞれ播種 し,2000年 は4月 10日 ,

13日 ,19日 にそれぞれ播種した。「毛豆Jは直播栽培の

みで供試し,1999年は4月 27日 ,2000年 は4月 19日 にそれ

ぞれ播種した。育苗は128穴セル トレイに培土 (与作卜 1

5)を入れ,1粒ずつ播種 し,初生葉展開時に移植 した。

栽植様式は畦幅140cn,株間10cl,2条 1本植えとし,施

肥量は窒素0 3kg/a, りん酸0 9kg/a,加里0 6kg/aで 実

施 した。試験場所は青森県農業試験場 (黒石市)で,19
99年 と2000年 の2ヵ 年実施した。

3 試験結果及び考察

普通栽培での収穫期については,5月 上旬播種に比べ ,

5月 下旬播種では「あおもり豊丸Jで10～ 15日 ,「あおも

り福丸」で13～ 17日 遅くなることになり,6月 中旬播種

では「あおもり豊丸Jで 15～ 19日 ,「あおもり福丸」で2

4～ 25日 遅くなることになった。「毛豆Jについては,5
月下旬の適期播種に比べ,6月 上旬播種では5～ 8日 程度

遅くなつた。収穫適期については,作期による違いはほ

とんどなく,「あおもり豊丸」で8～ 9日 間,「あおもり福

丸」で10～ 13日 間,「毛豆」で9～ 11日 間程度であつた。

上物収量は,「あおもり豊丸Jでは年次間の違いがあり

一定の傾向はなかつたが,「あおもり福丸」では6月 中旬

播種が最も多く,5月 上旬播種で少なめであつた。また ,

「毛豆」では5月 下旬播種の場合が多収となつた。この

ように 「あおもり福丸」の5月 上旬播種では上物収量が

劣つたものの,減収程度は小さかつたことから,今回供

試 した8つの作型を組み合わせることによつて,8月 中旬

から9月 下旬まで切れ日ない収穫が可能であつた。(表 1,

2)

トンネル・マルチ被覆栽培の直播の場合には,「あお

もり豊丸J・「あおもり福丸Jと も8月 上旬からの収穫と

なつた。また,移植を行つた場合には,収穫期は直播に

比べ,「あおもり豊丸Jで16～ 29日 ,「あおもり福丸」で

15～27日 も早まった。また、「毛豆Jの直播では4月 下旬

に播種 しても9月 中～下旬の収穫となり,品種の特性か

ら収穫期を大幅に早めることはできなかつた。(表 3,4)
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4 ま と め

「あおもり豊丸J・「あおもり福丸」。「毛豆」を用いた

普通栽培では,播種時期を変えて,これら作型を組み合

わせることにより8月 中旬から9月 下旬までの約 lヶ 月半

にわたつてエダマメを連続出荷することが可能と考えら

れた。また,先の報告のとの比較から,これに「あおも

り豊丸」,「あおもり福丸」を用いたマルチ及び トンネル

被覆栽培 (4月 中旬播種)をカロえることができると県南

地域でも8月 上旬からの収穫が可能であると判断された。

また、さらに収穫期を早める対策として4月 中旬に移植

することが必要となり、この作型の導入では津軽地域よ

り数日遅れることが予想されるものの,県南地域でも7

月下旬から収穫できることが推察された。

表1 普通栽培における収穫期と収量 (1999年 )

供試品種  播種期   収穫適期   上物収量
始期 最適期 終期

(月 日)(月 日)(月 .日 )(月  日)(kg/a)
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表2 普通栽培における収穫期と収量 (2000年 )
供試品種  播種期   収穫適期   上物収量

始期 最適期 終期
(月 日)(月 日)(月  日)(月  日)(kg/a)

あおもり豊丸 5 6  817 822 825  937
あおもり福丸 5 6  821 827 9 1  465

あおもり豊丸 5 9  812 816 821  789
あおもり福丸 5 9  815 820 825  455

あおもり豊丸 524  827 9 1 9 5  861
あおもり福丸 524  9 3 9 9 914  597
毛      11  5 24   9 18  9 23   9 27   126 3

あおもり豊丸  6 14   9  6  9 10   9 14    90 7

あおもり福丸 614  914 920 925  674
ヨ3      11   6 14    9 23  9 28  10  3   114 6

あおもり豊丸 5.25  828 9 1 9 5  86.8
あおもり福丸 525  830 9 6 911  539
ヨ生      二1   5 25    9 13  9 18   9 22   109 3

あ13も り曇讐メ■  6 14    9  1  9  6   9  9    65 8

あおもり福丸 614  9.7 914 920  773
lL      11   6 14    9 20  9 26  10  1    98 1

注)上物収量は収穫適期時の多粒葵 (2粒以上)の収量

表3 移植・被覆栽培における収穫期と収量(1999年 )

注)上物収量は収穫適期時の多粒奏 (2粒以上)の収量

表4 移植・被履栽培における収穫期と収量 (2000年 )

供試品種 播種期 定値期   収穫適期   上物収量
始期 最適期 終期

(月 日)(月  日)(月 日)(月 日)(月  日)(kg/a)

供試品種 播種期 定植期   収穫適期   上物収量
始期 最適期 終期

(月 日)(月  日)(月  日)(月  日)(月  日)(kg/a)
移植+トンネル切

あおもり豊丸    4  5   4 19   7 21  7 26   8  4   94 7

あおもり福丸    4. 5   4 19   7 16  7 24   8 10   58 3

直播+トンカツ十マllf

あおも鳴丸    4 19    -

沸もり福丸  419  -
誌もり豊丸  427  -
あおもり福丸  427  -
毛 豆  427  -
直幡十マ′け

あおもり豊丸    4 27

あおもり福丸    4 27

毛 豆  427

移植+トンネル+●|チ

あおもり豊丸   3 21    4 10   7  5  7 10   7 15   53 7

あおもり豊丸   3 28    4.13   7 10  7 14   7 19   73 5

あおもり豊丸   4  4    4.19   7 17  7 22   7 26   65 5

あおもり福丸   3 21    4.10   7  6  7 13   7 22   42 8

あおもり福丸   3 28    4.13   7 10  7 17   7 25   78 5

あおもり福丸   4  4    4 19   7 17  7 24   7 30   67 6

直播+トンネル十マルチ

あおもり豊丸   4 10

あおも,豊丸   4 13

あおもり豊丸   4 19

わおもり福丸  4 10

あおもり福丸   4 13

あおもり福丸   4 19

毛 豆  419
注)上物収量は収穫適期時の多粒奏 (2粒以上)の収量

-    8  4  8  8   8 12   68 2

-   8  1  8  5  8  8  65 4

-    8  6  8 10   8 13   81 4

-    8  4  8  9   8 16   47 8

-    8  3  8  8   8 15   60 5

-    8  5  8 10   8 17   57 0

-    9 10  9 14   9 20  103 8

8  5  8.11   8 23  149 4

8 4 8 8  8 31  569
8  8  8 14   8 22  109 3

8  7  8 14   9  1   63 1

9 19  9 23   9 27  100 4

8  9  8 16   8 25   86 9

8  8  8 18   9  4   75 7

9 21  9 25   9 29  155 3

注)上物収量は収穫適期時の多粒爽 (2粒以上)の収量
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